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2012年05月01日 (火)

萩尾望都さん・紫綬褒章インタビュー全文掲載

「ポーの一族」や「トーマの心臓」、「１１人いる！」などの文学性高い作品で、
従来のファンタジーやＳＦ漫画の領域を広げたと評価される漫画家の萩尾望都さん
（６２歳）。「表現のジャンルとして漫画は、小説などより映画や音楽の方に近
い」と話す萩尾さんの、紫綬褒章受章インタビューを全文掲載します。

 聞き手は科学文化部・安井俊樹記者です

 

Ｑ）まず受章のご感想を。

まさか、いいんでしょうかほんとにって感じで、まだそのびっくり
が続いているような感じです。本当にびっくりしています。
最初にお話を頂いたのが３月で、パリでやるサロン・ド・リーブル
（書籍見本市）に出かけるために用意をしている最中でした。電話
を受けて本当にびっくりしまして、自分が何を答えたかよくおぼえ
ていないのですが、これはまだ公式ではないので、公式の発表があ
るまでは周りの誰にもおっしゃらないで下さいと言われて。仕事の
スタッフだけに話をしましたが。

ＮＨＫで「科学と文化」のニュー
ス、番組の取材にあたる専門記者の
集団です。
宇宙、医療、原子力、ＩＴ、文学、
芸能、サブカルなど幅広ーい分野で
毎日取材に駆け回っています。
ツイッター（NHKサイトを離れま
す）でも情報を載せています。ご覧
ください。

科学のニュース

文化のニュース

ニュース解説

会見＆インタビュー

取材エピソード

お知らせ

原発データ＆用語

Data of the Fukushima Daiichi

明日に向けて

萩尾望都さん・紫綬褒章インタビ
ュー全文掲載

「ワンカットでも人の記憶に残り
たい」役所広司さん・紫綬褒章受
章インタビュー全文掲載

明日に向けて・４月２７日

"原発比率によらず直接処分安い"

各地の放射線量（地上）　＆　放
射性物質濃度（海水）　4月26・
27日
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ちょうど父が九州の方で入院していたものですからお知らせしたい
なと思っていたんですが、やっぱりまだだめだろうと思ってそのま
まパリに行ったらその最中に亡くなりまして。帰ってから仏前に行
ったんですけど、つい先ほど四十九日の法要があって、その時に仏
前に「頂きました」と報告して、母にも伝えました。

母もびっくりしていたみたいで「それはおめでとうございます」
と。母はＮＨＫで放送されていたドラマの「ゲゲゲの女房」のファ
ンで、あれが漫画家の生活を丹念に描いているので、それを見てび
っくりしたらしくて。漫画家とは言えどまじめに生活しているのが
やっと分かったみたいで（笑）、あれを見て母が電話してきて「お
母さんはね、ゲゲゲの女房ば見とったい。お母さんはね、知らんか
ったとよ。失礼致しました」って言っていただいて（笑）。それは
それは、という感じでした（笑）。

Ｑ）萩尾さんの漫画について、「文学的」と評されることについてどう思われます
か？

本当に、よくそれは分からないんです。私は気質が暗いものですか
ら、ついつい考える方に考える方に頭が行ってしまって、つい理屈
をこねくりまわしたりとかやってしまうんじゃないかと思うんで
す。少女漫画家になりたくてあくまで少女漫画として発表している
つもりなんですけど、途中で読んだいろんなＳＦとか、ヘッセと
か、ロマン・ロランとかの影響も受けているのかなと思うです。

子どものころから少年漫画も少女漫画も漫画全般読んできて、はっ
きり考えたわけじゃないんですけど、表現の形態としてこんなに心
が解放されるものってほかにないなと思って入りこんで行ったんで
すね。

ヘッセを読んで夢中になったのは、日常的に悩み事とか色々あるん
ですけどそういうものを相談したり、共感してもらう場所がほとん
どないという、そういう時にヘッセを読んでここにも悩んでいる人
がいるんだなと思って、それですごく救われたような感じがした。

Ｑ）いつごろヘッセを読んでおられましたか？

２０歳ごろでしょうか。自分自身もなんかいろんなことを考えて、
例えば私はなぜ存在しているんだろうとか、どんな風に生きて行け
ばいいんだろうとか、そういうことを悩むわけですが、日常の生活
ではそんなことを考えていないで、ちゃんと勉強しなさいとかちゃ
んと就職しなさいとか、なんかきちんとやることというのが求めら
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明日に向けて・４月２７日(アンダ
ンテ)

"原発比率によらず直接処分安
い"(へっ、ぺ、すっ、ぺ？)

すばる"最古の銀河団"を発見(すか
しっぺ：爆発の専門家は居りませ
んの？)

根岸さん 人工光合成に挑戦へ(村井
正治)

各地の放射線量（地上）　＆　放
射性物質濃度（海水）　4月22・
23日(ポチ：お上手ね～、飽きな
いね～、お利口ね～（オフトピの
補遺2・ＮＨＫにご紹介よ、
BLOGOSの記事）)

ペニーオークション(うさぎと株と
パソコンとiPhone4)

小説を読んでみる気になった(天井
桟敷からの風景)

[4** science][42 life, the
universe and everything]さかな
クンさんとクニマスのこ
と。(tetzlgraph　てつるぐらふ)

さかなクンのインタビュー全文が
Goodです(ITコンサルタント日記)

さかなクンおめでとう！──ラト
ルの「歓喜の
歌」(Museum::Shushi Bis)
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れる。きちんとやるためにいろんな悩みを考えていると邪魔だか
ら、そんなことは考えないように生きていく方向に大体は行くんで
すね。確かに邪魔だなと思うんですけど。

ところがヘッセなんかは悩みを正面から書いて、自分がどんな風に
迷っているか、自分がどんな風に生きていけばいいか、自分はこう
いうことを選択したけどこれでいいのかと反復したり周りの人に助
けられたり、ある時は失敗したり、うまくいったりしながら。迷い
もいいんだ、迷ってもいいんだ、いろんな事を考えてもいいんだと
いうことを、ヘッセの小説から教えられたと思います。

Ｑ）少女漫画でもそういうことをテーマにしたいと？

ここまでは書いてもいいだろうと言う感じで（笑）。トーマの心臓
にしても、主人公があーだこーだあーだこーだと悩みますよね。私
も思春期の時にこんな風に悩んでいたし、友達の一挙一動で悲しん
だり苦しんだり喜んだりしていたし、もっと人間性というものは細
やかなもので、その細やかなものを描いてもいいんじゃないかと思
って描きました。

Ｑ）そういうことを少女漫画で表現するということについて、萩尾さんがデビュー
された当時、周囲の受け止め方はどうだったんでしょう？

実は私は手塚治虫さんや白戸三平さんやちばてつやさんの作品に
は、如実にそれが表れているんじゃないかなと思っていたんです。
少女漫画では、木村翠さんとか山岸涼子さんとかは心のひだみたい
なものをずっと追いかけていらしたから、描いてもいいんじゃない
かと思っていました。ただ当時は少数派は少数派だったとは思いま
すが。

Ｑ）読者の反応はどうでした？
凄く感激して読んで下さる方と、何を言っているのか分からないと
おしかりを受けたりしたこともありました。

Ｑ）しかし「ポーの一族」もすぐ売り切れました。

単行本で販売したときは本当にありがたいことにすぐ売り切れまし
て、本当によかったです。

Ｑ）その反響は意外でした？

「ポーの一族」の単行本が発売されていたころに「トーマの心臓」
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を週刊誌の方で連載しておりまして、それが最下位路線を突っ走っ
ていました（笑）。今回でやめるか来週でやめるかという状況でし
たので、単行本が売れて編集部が「もう少し様子を見ようか」とい
う流れになってくれたんですね。それが本当に助かりました。その
時は売れたということに客観的な分析をするよりは「よかった、連
載が続けられる」という（笑）。

Ｑ）少女漫画のもっている力はどのようなものでしょうか？

この間もサロン・ド・リーブルに行って質問されたんですけど、
「どうして日本には少年漫画と少女漫画があるんだ」って。一瞬、
あまりに当たり前のことだったもので、どうしてそんな質問をする
んだという。でも向こうの人にとっては表現のジャンルにこのよう
な差があるのは理解できないという感じだったんですけど。まあ簡
単にいいますと、それぞれ男の子と女の子で興味どころが違うとい
うこと。女の子は愛に重点を置きますし、男の子は冒険とかチーム
ワーク。
　初期の少女漫画、私が小学校の頃に読んでいた少女漫画は大体母
子ものとか、バレーものとか、探偵物とか、女の子が活躍したり悲
しい目にあったり、女の子の友情とかが多かったんですけど、少女
雑誌が増えまして女性の描き手が必要になったときに、講談社でも
集英社でも漫画賞を設定して原稿を募集したんですよね。そうした
ら若い描き手が投稿して、その一番筆頭でデビューされたのが里中
満智子先生、青池保子先生、その少し前に西谷祥子先生が本格的な
ラブストーリーを描かれていたんですが里中先生のあたりから、若
手の作家、少女漫画の作家が、しかも女性が堰を切ったようにあふ
れてきて、２番目の少女漫画のブームをつくっていったんだと思い
ます。
　この方たちが描いたのが、女の子の気持ちに沿ったもの、女の子
のサイドから見た物。それは非常にファンタジックなものですが、
中には東京オリンピックのあとだったのでバレーボールものとか、
スポーツ物もたくさんありました。女の子が自分の意思をもって自
分で活躍していくもの、そういうものが６０年代後半から７０年代
にかけてどんどん描かれていって、読者も喜んでそれを読んで行っ
たという感じです。

Ｑ）漫画というジャンルの魅力はなんでしょう？

　絵と言葉です。ストーリーがあってストーリーを絵で表現するん
ですけど、その表現のためにカット割りをしますよね。カット割り
が絶妙な感じで展開しますと読み手の気持ちを本当にとことん揺さ
ぶることができるんです。いい映画とか、いい音楽を聴いて感動す
るような。ものすごく深いところまで突き刺さっていくような揺さ
ぶり方をすることができます。自分も揺さぶられましたし、おなじ
揺さぶりを描いて、だれかに返したいなという感じがします。
　表現のジャンルとして考えた時、漫画はどちらかというと音楽と
か映画の方に近いんじゃないかなと思います。小説は読みながら目
をとめて、この主人公はここでこんなことを言ってるけどとか考え
ることができますよね、時々。映画は、始まったら最後まで一気に
見ますよね、途中で止めて考えませんよね。音楽もそうですよね。
ここでシンバルがなったから、まてこのシンバルの意味はとか考え
ませんよね。一気にエモーショナルに感情を引き込んでいく、漫画
も似たようなところがある。ちょっと待ってと、ここで止めたくて
も次のコマが目に入ると、ノンストップで最期まで行ってしまいま
す。
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Ｑ）時間の芸術ですね。

はい、そうです。時間を自由に操作します。

Ｑ）４０年以上、一線で描いてこられて、今なにか新しいテーマをあたためておら
れますか？

あまり自分では変わらないつもりでずっと描いていくつもりだった
んですが、去年東日本大震災が起きまして、地震と津波の映像に本
当にショックを受けました。その後、福島の原子力発電所が爆発し
まして、こんなことが現実に起こるなんて信じられない、こんなこ
とはＳＦでしか起こらないなじゃないかと思って、本当に、ここで
一回世界が終わってしまった、という感じでした。
　ちょっと放っておくと、それに類すること、それに類する話ばか
りを描いてしまうので、「なのはな」を描きましたけどそのうちま
た何か描くんじゃないかと思います。そればっかり考えていてもつ
らいので、それから全然はなれてＳＦとかもしくは衣装が好きなの
でコスチュームが出てくる華やかな話を、歴史物とかを描きたいと
思います。
　放っておくとどんどん引き込まれていって。読む物の半分はその
関係（原発関連）の本になってしまって。

Ｑ）この状況で漫画は何を表現していけばいいのでしょうか？

やり方はいろいろで、去年の震災のことを、思ったことを描く、も
しくは描かないでもいいんですけど。何人かの方は描いておられま
すよね。しりあがり寿さんとか山本おさむさんとか。ある人はファ
ンタジーだったり、ある人は実録風に描いたり、やっぱり大きな事
件でしたから。何か手がけずにはいられない人がいらっしゃると思
う。

Ｑ）日本に漫画が根付いて久しいですが、これからも漫画は魅力的なものであると
思われますか？

はい。私が子どものころ、漫画家になってすぐの頃は、漫画という
ジャンルに対する風当たりが非常に強かったんです。学校とか。い
つのまにか風当たりがあたたかくなって本当にいつから変わったん
だろう、気がついたら変わっていたという感じで、いつからだろう
と思い返している感じです。たぶん漫画を読んで育った世代が大き
くなって、昔ほど漫画にたいして否定的な視線がなくなったのかな
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※NHKサイトを離れます。

という感じがします。
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